
中国 5 県新型コロナ対応緊急支援助成 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 不採択 

団体名 NPO 法人バリアフリー・シネマ＆ライフ・ネットワーク 

代表者名 中嶋春喜 

申請事業名 主題 好奇心と会話力を育む「こども未来放送局」 

申請事業名 副題 コロナなんかに負けない仲間づくり 

エリア／テーマ 
【島根県】 

子ども・若者・家庭支援 

解決すべき社会課題 

【領域】 

1) 子ども及び若者の支援に係る活動 

【分野】 

② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援 

【その他】 

発達障害のある子ども・若者が増大に伴い、思春期における子ども・若者

の好奇心と会話力の向上が課題となる 

申請事業の概要 

コミュニケーションに不安を持つ子ども若者の好奇心と会話力を育む「こ

ども未来放送局」を整備・活用する。 

①換気可能で近隣に迷惑をかけない防音スタジオとして改修し「こども未

来放送局」を整備。また番組制作に必要なパソコン・マイク等の放送設備

を整える。 

②完成した「こども未来放送局」を活用してラジオトーク番組 5本(各15分)

と地域情報番組 5 本(各 30 分)を製作する。これらの番組制作を通して子

ども達の好奇心と会話力を育む。 

③「こども未来放送局」は番組制作以外にも、イベント開催や出入り自由

な時間帯を設ける等、いつでも気軽に立ち寄れる居場所として、コロナに

負けない仲間づくりを促進する。 

事業実施地域 島根県 

申請事業期間 2020 年 12 月～2021 年 11 月 

申請助成額 
5,000,000 円 

【内訳】直接事業費 5,000,000 円、管理的経費 0 円 

 

◼ 審査コメント 



✓ 「声優塾」で、コミュニケーションに課題のある子どもに有効というのは興味深い。 

✓ 子どもたちにしてみれば、放送、放送局はあこがれの場所。そこに近い活動が身近なところで出来るのは、

とてもうれしいはずである。 

✓ 発声がうまくゆけば、コミュニケーションが取れるようにもなる。気持ちの広がりへも続くことがいい。 

✓ 本助成支援テーマの関連度が低い。 

✓ 試みとしては面白いが、この事業が誰にどのような影響を与えのか、分かりにくい部分があった。 

✓ 対象者である子どもたちが主体的に課題を解決する仕組みづくりと実績に期待したい。 

✓ 課題対象者が主体的になって課題解決に取り組む構想は高評価 

✓ ポッドキャストなど予算かけずにできる方法でぜひ実施してほしい。 

✓ 着眼点は面白いが、今回のテーマとは沿っていないと感じた。 

✓ できれば事業はしてほしい。 

  



中国 5 県新型コロナ対応緊急支援助成 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 不採択 

団体名 一般社団法人グランドマザー 

代表者名 前島由美 

申請事業名 主題 誰でもいつでも通えるフリースクール 

申請事業名 副題  

エリア／テーマ 
【島根県】 

子ども・若者・家庭支援 

解決すべき社会課題 

【領域】 

1) 子ども及び若者の支援に係る活動 

【分野】 

① 経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援 

② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援 

③ 社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援 

申請事業の概要 

ケミカルフリーな生活を取り入れたフリースクールを運営することにより感

覚過敏に苦しむ子どもたちの改善を目指す。所有している農園での農業

体験等を通し植物や生物に興味を持ち慈しむ心を育て、その食物を“い

ただく”ことにより自身の成功体験とする。外部よりボランティア講師として

各芸術分野の指導者や教育者を招待し各々の得意とする分野を見極め

高めることにより社会の一員となり自立できるよう指導する 

発達障がい児やその家族の支援に実績のある代表の前島をはじめ経験

豊富なスタッフにより家族からの相談を受け事象に応じた支援をし、家族

も子どもたちと一緒に成長し困難な状況を克服できるよう支援を続けてい

く 

事業実施地域 全国 

申請事業期間 2020 年 10 月～2021 年 9 月 

申請助成額 
5,000,000 円 

【内訳】直接事業費 5,000,000 円、管理的経費 0 円 

 

◼ 審査コメント 

✓ 行政の狭間、制度の狭間など、境界線上の案件というのは今の時代結構多いのではなかろうか。その狭間

に果敢に挑戦しようという志に敬意を表したい。 



✓ とり分け未就学児や学童など、対象が子ども達であるだけに保護者の皆さんの苦悩も大きいと思われる。 

✓ フリースクルーとしての運営、更には農地も利用するなど、多面的な受け入れ態勢が組めるのがいい。 

✓ 利用と通販での購買など、支援の輪が広がることを期待する。 

✓ 事業計画が不十分に感じ、事業の実現性・継続性に懸念が残った。 

✓ 背景は理解できるが、内容的に通常のスタートアップ支援事業の要素が強い印象で、それであるなら体制

面のところがもっと伝わるとよかった。 

✓ 活動内容は非常に重要なところだと感じた。 

  



中国 5 県新型コロナ対応緊急支援助成 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 不採択 

団体名 NPO 法人スペース 

代表者名 柳澤優大 

申請事業名 主題 様々な困難を抱える子供たちへの居場所作り 

申請事業名 副題 無料プログラミング教室 

エリア／テーマ 
【島根県】 

子ども・若者・家庭支援 

解決すべき社会課題 

【領域】 

1) 子ども及び若者の支援に係る活動 

【分野】 

① 経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援 

② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援 

③ 社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援 

申請事業の概要 

無料プログラミング教室を開催し、継続的な学びの場を提供することによ

り、困難な環境にある子供を含むすべての子供たちが平等に成長する環

境をつくります。また、コロナウイルスの影響で自己肯定感や自己効力感

の低下している子供たちに① 安心できる体験② 楽しい体験③ 認めら

れる体験を提供し、自分の居場所が安全で安心できること、できなかった

ことができるようになったり、感動したりする体験、仲間を認め、認められ

ることによって、自信を持ち行動していく心を育みます。松江市は、Ruby

の街といわれるほどで、最先端の東京と格差なく学べる環境も人材も揃

っており、それらの事を子供たちが知る機会もつくりたいです。 

事業実施地域 松江市 

申請事業期間 2020 年 11 月～2021 年 7 月 

申請助成額 
2,277,628 円 

【内訳】直接事業費 1,905,628 円、管理的経費 372,000 円 

 

◼ 審査コメント 

✓ フリースクールなどは、コロナ禍を正面から受け、開けない場所の筆頭であろう。そんな中で、プログラ

ミング教室を開き、関心を持つ子ども達がいるのは、素晴らしい。 

✓ 出会いのチャンスなどきっかけがあると思いがけない展開あることが多い。いい機会が広がり、将来的に



は自立への道へつながるきっかけになると素晴らしい。 

✓ 社会的課題に取り組む内容は良いが、具体な活動が分かりにくく、事業計画が不十分に感じた。 

✓ 活動と理想とする結果へのつながりがわかりにくい。 

✓ 緊急性の面で本助成事業に適合するか疑問が残った。 

✓ 内容、発想は共感するところは多かった。 

✓ 備品購入の妥当性、緊急性は理解できるが、それの有効な活用についての方法論をもう少し詰めていただ

くとよいのではないか。 

✓ プログラミング教室については緊急度が低いと感じた。 
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